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AbstractThe

　purpose　of　this　study 　is　to　clarify　Goior 　GompQsition 　images 　aGcording 　to　design　terms ．

We 　prepared 　lricolQr　compositions 　whiGh 　match 　design　terms　and 　made 　subiects 　rate　Golor 　images　wlth　mono −

polar　scales 　which 　include「2design　terms　and 　120rdinary 　wQrds ．　 We 　extracted 　image　factors　lrom　the　rating

results 　with　factor　analysis 　and 　constructed 　prediction　functiOns　which 　prediot　each 　factor　score 　by　color 　stimuli

with 　non
−parametric　regressio ［ ．

The　result　is　as 　follows．　 The　Golor 　compQs 「tion　images　have　fi＞e　factors　in　which 　two　ones 　are 　dominant ．　 The

first　o ∩e　indica’：es　leminine〆masculine 「mage 　a ∩d　the　second 　one 　ind℃ates 　fashionable！conservative 　image ．

Three 　factOrs　including　these　ones 　are 　predictable　 with 　stimuli　of　oolors 　 wh ［oh 　are 　the　broadest 　parts　 in　 color

compositions 、　 And　we 　showed 　with 　canonica ［correlation 　analysis 　that　these　three　factors　share 　components

which 　are 「ncluded 　by　three　factors’evaluation ’
− activityl　and 　

Ipotencyl

　that　ha＞e　been　reported 　in　Iiterature，　and

which 　consist 　rnore 　than 　60％ of　these　faGtors．

Keywords ： cQIQr ［mage ，　 color 　 composition 旨semantic 　 differential　 method ，　factor　analys ［s ，　 non −parametric

regression 　analysis ，　Ganonical 　correlation 　analysis ．

要　旨

　本研 究の 目的は、デザ イ ン 用語 に マ ッ チ した 配色の 与える印象を明 ら か に する こ とであ る。

　デザイン用語 にマ ッ チ した 3色の配色力ラ
ー

チ ッ プを作成 し、デザイ ン 用語 12 語と
一

般の語句 12語 による 24

の単極性の尺度 を用 い て 、その印象を評定 した。評定結果を因子分析 した後、ノ ン パ ラ メ トリ ッ ク回帰分析を用

い て各因子の得点をカラ
ー

チ ッ プの色刺激値によ っ て 推定する関数を構成 した。

　結果 は 次の 通り で あ る 。 印象の 因子 は 5 つ ある 。 主要な因子 は2 つ あ D 、第 ］の 因子 は男性的／女性的な印象を

示 し、第 2 の 因子 は 流行的傾 向 か 保守 的傾向 か を 示 す。こ の 2 因子 を含む 3つ の 因子 は、配色中最も広 い 部分の色

朿1」激値に よ っ て推定で き る 、さ らに 正 準相関分析 に よ っ て 、こ れ ら の 3因子 は 、従来 から知 られて い る評価性、力

量性、活動1生の 3因子 と 共通 す る成分 を 6 割以 上 含む こ と を 示 した 。

キ
ーワ ード ：色彩感情、配色、

．
SD 法、因子分析、ノ ン パラ メ トリ ッ ク回帰分析、正準相関分析
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1，は じめに

　我 々の身 の回 りで は、フ ァ ッ シ ョ ン や インテ リア

な どに代表されるよ うに、配色 を用 い た デザ イ ン が

数多 く あ る 。デ ザ イ ン の コ ン セ プ トや 印象を表 現 す

るため に、「ロ マ ン チ ッ ク」 や 「ダン ディ 」の ような

デザ イ ン 用語 が しば しば用 い られ る。本研究 の 目的

は 、デザイ ン用語に マ ッ チ した配色 か ら受 ける印象

を明 らか にすることで ある 。 デザイ ン 用語 も 配色も

多数あるた め、こ の印象を調査 した結 果 を直 接記述

する な らば 、極め て 繁雑にな っ て しま うだ ろ う．繁

雑さ を避け て、こ の 印象を定量的 ・総合的に 捉え る

ため、以下の点を明 らかに した 。

1、デザイン 用語か ら見た配色の 印象に つ い て 、個

　 別に調査 した結果 をより少ない 要素で説明する、

　 印象の因子

2 それ らの 囚子 と、配色 に含まれ る色 彩の 色刺激

　値（明度 ・彩度 ・色相）との 定量的な関係

3 デザイ ン 用語 か ら見 た配色の印象の因子 と、色

　 彩 の 印象に関する既知 の 因子 との 関係

　本論 文の 構成 は 以下 の 通 り で あ る。2節で は 色彩 の

印象の 因子 に関 する従来の研 究を 、デ ザイ ン 用語 の

印象と色 彩 との 関係 を総合 的
・
定量的 に捉え るとい

う我々 の 目 的 に 照 ら し て 概観 す る。3 節 で は、本研究

にお ける課題 と そ れを解決する ため の 方法を述 べ る e

具 体的な 実験 の 方法 と 実験結 果 の 分析 法 は 、そ れ ぞ

れ4節 と 5節 で 説明する n6 節では、実験結果 か ら抽

出した因子を分析 して 解釈す る．7節で は、抽出 した

因子 の 妥当性を検討す る た め に 、従来 の 研究 で の 色

彩 に対する印象の 因子 と比較する 、

2．関運す る研究

　色彩の 与え る 印象に つ い て は、従来数多 くの 研究が

行な わ れ て き た 。そ の 多 くは 、Osgood が提案 した SD

法（Semantic　Differential　methOd ）
1］．1i｝

に沿 っ て い る。

　色彩 の 印象に SD 法を適用 し た先駆的な研究 に 、大

山らの 報告
3 ｝
が あ る 。こ こ で は、デザ イ ン用語 で はな

く、反対の 意味を持 つ と考え ら れ る
一般の 形容詞 を

対 に した尺度 （SD 尺度 〉に対 して 、単色の 色票 を刺激

と して用 い 、評価性（Evaluation、以下 Eと 略記）
・活動

性（activity、以
一
ドA ）

・力量性（potency、以下P ）とい う

3つ の因子 を得て い る 。 こ こ で は 、色刺激値と因子 の

関係 も報 告 されて い る が 、中川 ら が 指摘 し た 通 り
41
、

色相、明度、彩度の 影響を個別に考察す る に留ま り、

ある色の 色刺激値を与えた時に各因子 がどの程度の

大きさとなるかは未検討 で あ る。中川 らの研究
al

は こ

の 点を補 い 、先行 す る 大 L］らと ほ ぼ 同 じSD 尺 度を用

い て 、単色の 色票を朿1」激とす る 評定実験に 基づ い て 、

色刺激値 か ら 色票 の 因子得点 を 推定 す る 非線形 の 関

数を構成 してい る。ただ し、明度 と彩度 に対す る因

子得点の 関数を構成する に留ま り、色相 と因子得点

の 定量的関係 は 報 告 さ れ て い な い。

　 こ の 2 つ の先行 研究 によ っ て、一
般の 用語 の SD 尺

度 に よ る 色彩 の 印象の 因子 に つ い て は 、色 彩の 明

度 ・彩度と因 子 と の 定量的関係は 明 ら か に な っ た 。

しか し、我々の 目的とする デザイ ン用 語に つ いては

未検討で ある。また、実際の デザイ ン で 多用される

複数色の 組み合わぜも未検討で ある 。

　デザイン用語 に対する配色の印象に つ い て は、小

林 のカラ
ー

イ メ ージスケ
ー

ルの研究
E　li．7，U ）

が著名 で あ

る。また、近年 で は伊藤の研究
UIOID

がある。

　小林は 、デザイ ン 用語を含まない 23 対の SD 尺度に

対 して 、単色の色票 を朿1」激とする評定実験を行な っ

た結果 をも とに、デザ イ ン 用 語と色彩の 定量的な 関

係 を報告 し て い る が 、そ の 際 の 具 体的 な 構 成方法 は

明らか に さ れ て いない 。

　伊藤 は ［スポー
テ ィ 」 「エ レガ ン ト」のよ うなデザ

イ ン 用 語を含めた SD 法によ っ て 、印象 の 因子 を報告

して い る が、複数色 の 組み合わせ に よ る調和の 良否

に 関心 が あ D 、因 子 と 色刺激値と の 定 量 的 関係は 報

告されて い な い 。

3，課題 と解決方法

　デザ イ ン用語にマ ッ チ した配色の 印象を調査す る

際に は 、以下 の 課 題 を解決す る 必要が あ る 。

］．デザ イ ン 用語 は明確な反意語 を持 たない もの が

　 多 く、SD法 が使えな い こ と

2．印象 の 因子 と色 属 性値 との 間の 関係 は非 線 形

　 で あ り、通 常の 線形 の 回帰分析 が適用 で きな い

　 こ と

3 ．既 に 知 られ て い る 色彩 に対す る印象の 因子 と、

　 今回得たデザ イ ン 用語に対す る因了の 関係を明

　 らか に す る こ と

　第 ｝の 課 題は 、SD 法 の 適 用範囲 に関 するも の で あ

る 。SD 法 は 意味 が反 対 に な る 語 句 の 対 を 尺 度（SD 尺

一 一 一 一
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度〉と して使用するが 、デザ イ ン 用語には適切な反意

語が存在 しな い た め、SD 尺度を構成で き な い も の が

多い 。 例えば、「モ ダン 」 や 「ロ マ ン チ ッ ク」 という

比較的頻 繁 に使 用され るデザイ ン 用語 にお い て さえ、

デザイ ン 業界の 中で はそ れ らの 反意語に つ い て の
一

般的な見解がないのが実情である 。

　そ こ で 、配色 の印象 を調査す る際に は、個別の用

語毎にある配色 か ら受ける印象が どの 程度 当て はま

る か を 尺 度 と した 評 定 尺度法 で 調査 し た 。

　第 2の課題は 、非線形の関数を構成するため に、後

に 52 ］で 示す、ノ ン パ ラメ トリ ッ ク回帰分析を用い

る こ と で解決す る。

　第3の課題 は、本研究の結果の妥当性の確認 とも言

え る。なぜな ら、本研 究 で はデザイ ン 用 語を尺度 と

して 配色 の印象を評定 した ために従 来の SD 法 による

評定と は 異 なる結果 が得 ら れ る が L と も に色彩の 印

象 で あ D 、両 者 の 間 に は 何 ら か の 関係 が あ る と 考 え

るのが 自然 だか ら で ある。そ こ で 、正 準相関分 析を

用 い て 、従来の 研究
24

で 報告され て い る因子との 間

に 、共通の 成分が存在する こ とを示す。

4 ．実験方法

　デザ イ ン 用語に対す る配色 の 印象を調査す るため

に、印象 を評定 する実験を実施 した 。 実験に用 い た

用語 と配 色、および実験の 実施方 法に つ い て説明す

る。

4 ．1 用語 の 選出と配色の 作成

デザイ ン用語 と
一般の 用語 の選 出　デザイン分野 で

しば しば使わ れる、さ まざま な感 性的な イメ
ージを

含意する用語似 下、感性用語 と総称する〉と して 、次

の ］2 の 用語 を選出 した 。

ロ マ ン チ ッ ク、フ ェ ミ ニ ン 、ク リア、ミ リタ

リ
ー、ダン デ ィ 、エ レガ ン ト、ポ ッ プ、コ ン

サバ テ ィ ブ、サ イケデ リ ッ ク、テ ク ノ、ア
ー

バ ン 、エ コ ロ ジー

実験の 際の 教示 に使用 す る た め、こ れ らデザ イ ン 用

語 に つ い て の 解説文も 同時に 作成 した 。解説文に は

色名 や色の 属 性を示す 内容を含ま ぬ よ うに し、文字

数 は 20 文字程度 と し た。

　デザイ ン 用語の持 つ イ メージが 、一
般的な感 性用

語 と ど の よ うな 関係 を 持 つ か を も 調 べ る た め に 、以

下の 12 の 用語も採用した。

深み のある、温かみの ある、柔 らかな 、ハ ッ

キ リした、軽み の あ る、派手 な、単純な 、繊

細な、か っ こ い い 、高級感 の ある 、か わ い い 、

親 しみやす い

配色 の 作成　デ ザイ ン 用語 に マ ッ チする配色 を以 下

の 手 III頁で 作成 し た 。配 色 は 、デザ イ ン 分 野 で 使 わ れ

る ベ ース カ ラ
ー ・

サプ カ ラ ー ・ア クセ ン トカ ラ ーの

考え方を参 考に3色 と した 。 以下では この配色をカラ

ー
チ ッ プ と口乎ぶ。 12 の デザ イ ン 用語 の それぞれ につ

き、各用語にマ ッ チ し調和感が あるよ うに自由に色

を選択 して 約 20 個 ず つ カ ラ ーチ ッ プ を作成 した 。色

彩教育に携わる他の 専門家 5名に用語 との マ ッ チの適

否を尋ね、4名以上が適切 としたカ ラ
ー

チ ッ プを各語

8個 ず つ 選択 し、合計 96 個 の カ ラ ーチ ッ プを実験 に

使用 した 。 実験の簡便性を考慮 して、カラ
ー

チ ッ プ

は 17イ ン チ CRT を用 いて 提示 した（カラ
ー

チ ッ プのデ

ー
タは付録 Aの表 4 を参 照）。図 ］は、 17 イ ン チ CRT

上で の カ ラ ー
チ ッ プの 概寸で あ る 。左か ら、ベ ー

ス

カラ
ー ・ア ク セ ン トカラ

ー ・
サブ カ ラ ーに 対応 す る 。

　 　 　 14 　　　　　　．4　：　　 」2

− 「コ ］コ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 calur ］　 　 GO ユer2 　colw ］

図 1　 カ ラーチ ッ プ の形状 （単位 （mm ））

4 ．2 印象の評定方法

　こ れ らの カ ラ ーチ ッ プを被験者に 提示 して 、先に

挙げた 24 の感性用語それ ぞれにつ いて、どの 程度 当

て はまるかを 7段階 で 評足させた。評定者は、デザイ

ン系の 専門学校の 学生 で 、色彩の 基礎に関する講義

を受け た 者 1 ］4 名で あ る 。

　評定者は個別に用意 され た ］7イ ン チ CRT によ っ て

提示 さ れ る カ ラ ーチ ッ プ の 印象を評定 し た 。特別な

教示は与え なか っ た が、個々 の デザイ ン 用語 の 意 味

に つ い て は 、用意 した 解説文を各自の 判断で 参照 さ

ぜ た 。

　評定者 の 負担を軽減するた め 、評定者全体を6つ の

グ ル ープ に 無 作為 に 分 け て 、各グ ル ーブ の 評 定 者 は

匚 一 17B ［一
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図3 第 1因子と カラーチ ッ プの 明度 ・彩度と の 関係

16個のカラ
ー

チ ッ プにつ い て のみ 、評定す る こ とと

した 。評定 者が 回 答 に 要 し た 時間 は 50 分 か ら 90 分

程度とな っ た。

　 CRT のバ ラツキ に関 しで は、数台の サ ン プルで調

査 し、カ ラ
ー

チ ッ プ の 印象 を変え る ほ ど の 差 は な い

と判断 した、また、評定者を CRT に 対 し て 無作為に

割り当て る こ と で 、バ ラ ツ キ に よ る 系 統的 な 影響 を

回避 した。

　 か ら因子得点を推定 するため に、重 回帰分析を

　 使 っ て 予備検討 し、も っ と も 面槓 の 大 き い ベ ー

　 ス カラ
ー

の色と因子得点の間に相関があること

　 を確認 した。

2 ．そ の 上 で 、ベ ー
ス カ ラ

ー
の 色 刺激値を予測変数

　 と し、因 子得点を目的変数と した NP 回帰分析

　 を 行 な っ て 、色刺激値 か ら 因子 得点 を 推定す る

　 関数を構成する。

5 ．実験結果 の 分析方法

5 ．1 因子の抽出とその分析方法

　実 験で得 られた結 果に対 して、まず 因子 分析 によ

っ て 印象 の 因子 を取 り出す 。個 々の因 子 に つ いて 、

尺度に 対す る 因子 負荷量か らその 意味を解釈す る 。

次 い で 、ノ ン パ ラ メ トリ ッ ク 回 帰分析（以 下、NP 回帰

分析と略称する）を用い て 、カ ラ
ー

チ ッ プ の 因子得点

と 色 刺激値の 関係を検討す る こ と で 、色彩か ら 見 た

因子の 特徴を明らかにする。

5 ，2 色刺激値から因子得点へ の関数の構成

　本研 究で は 、カ ラ ー
チ ッ プの 色刺激値か ら 因子得

点を推定するため に、以下 の 手川頁を用 い た。

i，3色 配色 で あ る カ ラーチ ッ プ の 各 色 の 色 刺激値
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　カ ラ
ー

チ ッ プは CRT で 提示 した ため、色刺激値は

すべ て コ ン ピ ュ
ータグラフ ィ ッ クでの RGB 属 性値で

表さ れる e 色の 与える 印象 を検討 するため に、以下

の方法で RGB 属性値を色相
・
明度

・
彩度の 3属性に変

換 した。

　 ま ず 、実験に 用 い た CRT の 特
ll

生を sRGB と 見 な し 、

RGB 属性値をXYZ表色系に変換 した
1P ）

。次 に 、　 XYZ表

色系 か らCIE　LAB 表色系に変換 した
1s ，

。マ ン セ ル値で

表示された色票と比較す る 際に は 、JIS規格に従 っ て

XYZ 表色系に 変換 して か ら
14 ’／

、　 CIE　 LAB へ 変換 した 。

変換後の カ ラ
ー

チ ッ プの crE 明度、　 ab ク ロ マ 、　 ab 色

相角 をそ れぞれ 、明度 、彩度 、色相 と見なす 。 なお、

色相角をマ ン セル 表色系で 表すと、げ か ら角度が

60
°
増す毎に 10RP 、5YR 、5GY 、 10G 、75B 、

］OPB に ほ ぼ相当する 。
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図 5　第3 因 子 と カ ラーチ ッ プの 明度 ・彩度 との 関係

5．2，1 ノ ン パラメ トリッ ク回帰分析

　通 常 の 1変数 の 線形 回帰分析は、予 測変数をx 、目

的変数をy、誤差を ε とす る時に、両 者の間に

y＝a．x ＋ d ＋ ε

の よ うな 、線形の 関係が存在す る こ とを仮 定 して い

る。これ に対 して、NP 回帰分析で は 「滑らかな 関数

に よる関係」 とい う、も っ と緩い 制約の もと で 、変

数どう し の 関係 を推定 する。す なわち 、滑 ら か な関

数を m （．t）と して 表せ ば、

して 示す。

6．抽出された因子の特徴

　被 験者 の 評定 に よ っ て得られたデ
ー

タか ら、以下の

手順で因子 を抽出して特徴を検討する。まず 、感性用

語とカ ラ
ー

チ ッ プの組 乙 と に 評定値 の 平 均を求め た 。

こうし て 、感性用語を列、カラ
ー

チ ッ プを行 とす るデ

ー
タ行列 を得た 。 データ行列に対する相関係数行 列に

は 1以上の 固有値が 5つ あ っ た の で 、因子 の 数を 5 と

判断して 因子分析 を実行 した 。 最尤法で因子 を推定 し

てからバ リマ ッ ク ス 法で 回転 した。その結果 を表 ］に

示す 。 以下 、因子毎の特徴を個別に述 べ る。

）
，＝ln（x ）十 ε

で あ る 。

　NP 回帰分析に はさまざまな手法があ るが
陶

、こ こ

で は 、局所回帰 モ デ ル の 一種で あ る loessモ デル
16〕

を

用いた。実際の計算には、統 計パ ッ ケ ージR171ti：およ

び、locfitig
／

を用 いた 。 色相 につ い て は 周期性を持 っ

旨を指 定 して 解 析 した 。一
般化 ク ロ ス バ リ デーシ ョ

ン 規準 に従 っ て モ デル を選択 した 。 即 ち、予測変数

は 解釈を容易 に す るため明度 、彩度、色相か ら最大2

つ を選び、bcfitで の 近傍の大 ぎさ α を決めた 。

　本論文で は、推定 の 近さを 表すため に 、線形 回帰

分析の 決定係数と同様 に 、与 え られた デ
ー

タの 分散

と 推足 値の 分散と の 比 Var 呻 （κ ）yVar（y）を決 定係数 と

［　 ．　　　
．

　　　 ．．

6．1 第 1因子

尺度か らの 解釈 　第 1因子 はデザイ ン 用語 の上では

「フ ェ ミ ニ ン 」「ダ ン デ ィ 」や 「ミ リタ リ
ー

」との相

関 が大き い こ と か ら、正 の 向き が女性的デザ イ ン 、

負の向きが男性的デザイ ン を示す因子 と考えら れ た 、

一 一 一 一 一
＝ ］ 180 一 二

．

色彩か らの 解釈 　NP 回帰分析 を用 い て、因子得点を

明度と色相の 関数 と して 推定 した結果 を図2 に 、同 じ

．く明度と彩度の 関数 と した結果を図 3 に示す。これ ら

の グ ラ フ は 推定関数の 値を等高 線 で 表現 し、カラ
ー

チ ッ プ の ベ
ー

ス カ ラ
ー

の 色刺 激 値 に よる 散布 図と 、

そ の カ ラ
ー

チ ッ プ の 因 子得点 を重ね て プ ロ ッ トして

あ る 。

　　　　
．．
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　決定係数 はそれぞれ 0．762 と 0729 で ある こ とか

ら、こ の 因子は ベ ー
ス カ ラ ーの 色彩で ほぼ決ま るこ

とがわかる。

　推足結果は、第 1因子は全体と して は明度と正 の 相

関 を持 つ が、そ れだ け で はな く彩度 と 色相に も 影響

を受け て い る こ とを示 す。高明度か つ 低彩度 のカ ラ

ーチ ッ プで因子 得点が高い 。 この領 域 はいわゆるパ

ス テ ル 調である 。逆に 、得 点が低 いのは低明度
・
低

彩度の カラ
ー

チ ッ プ で あ り、こ の 領域は い わ ゆる ダ

ー
ク トーン で あ る。色相 と し て は 青か ら紫の 付近 （色

相角 240
°〜330D ）で高 く、黄赤 か ら緑 の付 近 （同

50
°〜 150

“
〉が低し、。

　尺度 に基 づ く解釈 と併せ れ ば、パ ス テ ル 調 が 女 性

的印象と結び付き 、ダーク トーン が男性的印象 と結

び付く こ と が わ かる。

6．2 第2因子

尺度 か ら の 解釈　第 2 因子 は デ ザ イ ン 用 語の上 で は

「ポ ッ プ」「サイ ケデ リ ッ ク」 や 「コ ン サバ テ ィ ブ」

と の 相 関 が 大 ぎ い こ とか ら、正 の 向きが デザイ ン の

持 つ 流行 的傾向 を、負 の 向きが保守的傾向を示 す因

子と考え られ た 。

一
股用語では 「派手な」 「八 ッ キ リ

し た 」 と の 相 関が高 い 。

色彩か らの 解釈　NP 回帰分析を用 い て因子 得点と色

相 と彩度 と の 関 係を推定 した （図 4 ）。決 定 係 数 は

0742 であ りベ ー
スカラ

ー
の色彩で ほぼ決 まる こ と

がわかる。

　推定結果は、第 2因子は全体と して は彩度と 正 の相

関を持ち 、赤を中心と した彩度の 高い 領域 に極大が

あ るこ とを示 す。こ の領域の色が 、一
般用 語 の 「派

手」 で 「ハ ッ キ リ した」 とい う印象、およ びデザイ

ン 用語 の 「ポ ッ プ」「サ イケデ リ ッ ク」と対応付け ら

れる。

黒お よ び中程度の明度 、彩 度の紫系 の色が高級感 を

感 じさぜる こ とを示唆 して い る。ただ し、決定係数

が低 い こ とか ら、ベ ー
ス カ ラ

ー
の 色彩だ け で な く配

色 の 効果 に よ っ て因子得点が影響 を受 けてい ると見

ら れ る。

6．4 第4因子

尺度か らの 解釈　第4 因子は、デザイ ン 用語の上 で は

「エ コ ロ ジー」とのみ 相 関が大 き く、一
般 用語 で は

「親 しみやすい」との み相関が高い ．

色彩か らの解釈　色相 と彩度か ら第 4因子の得点を推

定 した（図6 ）。決定係数は0470 と低い が、色相が黄

か ら緑付近 （色 相角90
”一一180

°
）で 中程度の彩度の色

で 因子得点が高く、紫付近（同 300
｛〜360

°
）と高彩

度の 色で 低い 傾向が見 られた。こ の こ と か ら、「エ コ

ロ ジ
ー

」 の用語 は自然を 連想させ 、それが植物の葉

の 色 で あ る緑に結び付 くものと推察 される 。 第 3因子

と同様、決定係数の低さ は配色の効果 を示唆 して い

る 。

6．5 第5因子

尺度からの解釈　第 5因子 は、「温かみのあ る」との

相関が高く、「か っ こ い い 」「テ ク ノ」が こ れ に次 ぐ

ため、温かみ を示す因子と考え られ る 。

色彩か らの 解釈　NP 回帰分析 を用 いて色相 と彩度か

ら因子得点を推定 した（図7）。決定係数は 0．655 で あ

り、因 子 得点 は ベ ー
ス カ ラ

ー
に よ っ て ほ ぼ決 ま る 。

推定結果 の グ ラ フ か らは、こ の 因子 が色相だけでは

な く、彩度 に も 影響 を 受 け る こ と が わ かる。同 じ赤

系統で あ っ ても彩度 の高い色 は得点 が低 い こ とか ら、

「温 かみ」 とい う因子 は 単なる 暖色 や寒色で は な く、

微妙な ニ ュ ア ン ス で あ る こ と がわ か る 。

6．3 第3因子

尺度か ら の 解釈　第 3因子はデザイ ン 用語 の 「ア
ー

バ

ン 」 お よ び
一

般用語 の 「高 級感のあ る」と の 相関が

大 き い 。 こ のため 、都会的 な高級感 を示 す因子 と考

え られ る 。

色彩か らの解 釈　NP 回帰 分析を用 い て 明度 と彩度 か

ら 因 子得 点を推定 した。決定係 数は 0349 と低 い が、

2 つ の 極大点 が ある こ と がわか る（図 5）。こ の 図は 、

「
一
＝
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7 ．考察

　本 研究 は、デザ イ ン 用語 に 基 づ い て配色 か ら受 け

る 印象の 因子 を抽出し、E．A ．P．の 3 因子 とは異なる解

釈を した。本節で は 、EA ．P．の 3因子 との 関係 を検討

した 上 で、本研 究で得 た因子の全体 的特性 を考察す

る。

7 ，1 従来研究と の 比較

因子どうし の 比較手法　従 来、印象の 因子 を比 較す

　　　　　　　　　　　：．：＝＝＝＝ 二＝＝コ
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表 1　 因子分析の結果

壓 1　　
．一　・　　　　　 2　　　　　　　　　　　3　　　　　　　　　　　4　　　　　　　　　　　5　　　

一
　
齟
　　　　　　　

‘

ロ マ ン チ ッ ク 0 ．928 0 ．03D 一〇，019 0 ．12 〔｝ 0．2ア3D ．049
　　　、
フ ェ ミ ニ ン 0．903 o．〔114 0．〔〕ll 〔｝．D29 0 ，2690 ．111

堡み の 　 る 0 ，874 o．253 一〇．292 0 ．242 一〇，1020 ．Oi8

小　よ 0 ．856 一〇，282 0．072 0 ．331 一〇ユ2・・10 ．059

ク 1 ア 0．840 0 ．025 一〔L175 0．332 一〇．2 ・130 ．094

か 　 　い い 0 ．831 0．345 一〇．252 0．177 0，2090 ．052

≡　 b　
、 よ 0 ，821 一〇．204 一〇 、081 0．39 ．5 0．260 〔〕．053

ミ リタ リ
ー 一〇．779 一〇β61 0 ．24 ・1 0298 0．0720 」 09

深 み の 　 る 一〇．738 一  ，407 0 〆171 0．029 0．1090 ．054

ン テ イ 一〇．696 一〇．486   ，410 一
〇，081 一〇．2060 ．063

エ レ ずン ト 0．666 一〇．273 0．414 一〇．092 02960214

か っ こ い い 一〇．536 一｛〕．062 0．503 0 ．023 一〇．5020 ．204

よ 0，2190 。907 一〇．274 一〇．151 0，1020 ．021

ハ ッ　 リし た 一〇．3400 ．840 一〇．U5 一〇．228 一〇．0870 ．107

7、ツ 0，304O ．839 一〇301 〔〕．067   ，0760 ．102

コ ン　 ハ テ ィ 一〇．190 一〇．708 0，136 一〇．108 0 ．0100 ．432
一
　 ケ テ 「

ッ ク 一〇．2770 ．693 一〇．171 一〇．284 0．0950 ，323

テ ク ノ 0．0460 ．605 0 ユ 40 一〇．174 一〇，4930 ．339

」　 　 よ 0．0830447 0 ．118 o ，101 一〇．4050 ，605

高 　勘の 　 る 一〇．056 一〇．4880 ．783 一〇．055 0 ．0560 ，139

アーバ ン 一〇．289 一〇．1170 ．510 一〇ユ09 一〇2870 ．．548

エ コ ロ シ ー 0 、066 一〇．096 一〇，098 0．846 0，1120 ．248

乳しみ や 　 い 0．442 一〇．103 ＿0．0⊥50 ，734 0，170022 ．5

温 、み の 　 る 0．226 0 ．110 0、010   ，32 ．5O ．8250 ．150

刃　 　・
ヂ 0．347 0208 0 ．092   ，091 0．083 一

累　 。
一・一 0β 47 0，．554 0 、646 0．737 0 ．820 一

る際 に は 、主と して 意味の似 通 っ た SD 尺 度ど うし の

因子負荷量 の 相違 を 評価 し て い た
L19 ，101／

。しか し、本

研究 で 用 いた尺 度には過去に 類似の も の がな い ため 、

こ の 方法が適用で きな い 。 そ こで 、色と因子得点と

の 関係 は す べ て
．
の 報 告 に 含 まれ て い る点に 着 目 し、

次の方法で定量的に比較した。

1 従来研 究で得 られて い る EA 、P の 3因子と して 、

　大山ら
3〕

と中川 ら
4
切デ

ー
タを使用 して、色朿1」激

　値か ら 因子得点を推定す る関数（推定関数）を NP

　回 帰分析で構成す る。ま た、本研 究 での 推定

　 関数 も同椋 に構成 す る 。こ れ ら3 研究 の 原デ
ー

　 タ で は色朿1」激値 が互 い に異なるが、推定関数を

　介する こ とで 、他の研究で用 いた色での因子得

　 点 が 推 定 で き る 。

2 本研究の 5 つ の 因 子の うち、推足 関数の決定係

　 数が 06 以上 あ り、ベ ー
ス カラ

ー
によ っ て 因子

　 得点が良く推定 で きる第 ］、第 2、第 5因子の値

　 と、従来 研究に対す る推定関数の値 との関係 を 、

　 正準相関分析に よ っ て 検討する 。

比較結果と検討　本研究の 因子 と大 山 らの 因子 との

「

正 準相関分 析の 結果 を表 2 に 、本研究 と中川 らとの

分析を表 3 に示す。3変数どうしの正準相関分析で あ

り、正 準相 関係数はそ れ ぞ れ 、0 ．975 、0 ．9 ］8 、

0．382 および0 ．941 、0 ．831 、0．660 とな ⊃ た．

　本研究 の因子 が先行研 究で の 因子によ っ て 、全 体

と して ど の 程度 説明でき る か を ま ず 検討す る 。そ の

ため に正 準相関分 析 にお ける冗長性係数の 合計を指

標 に用 い る。こ の 指標は、一
方 の変数群 を予測 変数

と し他方 の 変数 を 個別に 目的変 数と した線 形回帰分

析にお ける決 定係数の平 均となる ため、説 明が可能

な程度を定 量的 に示 す と 考 え ら れ る 。逆 に 、こ の 指

標値が大きけれ ば他方 の変数群 によ っ て精度良 く推

定でき るので 、そ れ だ け独白の 情報の量 が少な い こ

とをも意味する
2α

。

　 次 に、各 研 究 で得 られ た因 子 ど う し を比 較 す る。

その ために、上位 2つ の 正 準変数 の な す 平 面 上 で 各因

子を原点 か らの線で表現 して 、図 8 を作成した。

　 こ の よ うな 方法 によ っ て、本 研究で の 因子 と大 L］

らの 研究 で の 因子 、および本研 究で の 因子 と中川 ら

の研究で の 因子 をそ れぞれ比 較 して 、以 下 の 知見 を

得た 。

一 ＝ ］ 182 「 ＝
． 一

一

N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　



Color Science Association of Japan

NII-Electronic Library Service

Color 　 Scler ユce 　 Assoclatlon 　 of 　 Japan

L − ．． JOURNAL 　OF　THE　COLOR 　SCIENCE 　ASSOCIATION 　 OF　JAPAN

Factor4　vs ．　hue　and 　chroma Factor5　vs ，　hue 　and 　chroma

O
則

8尸

Ooo

　

　
OO

目＝

Eo
」
＝

OO

ぐ

O
 

o

一150 一50　　　0　　　50　　　100　　150

hue

図6　第4因子 とカラ
ー

チ ッ プの 色相 ・彩度と の 関係

O
剣

OO

Oo
⊃

　
　

006E9

‘

OO

寸

O
創

o

一150 一50　　　0　　　50 　　　100 　　150

hue

図7　第 5因子 とカ ラーチ ッ プの 色相 ・彩度との 関係

1 本 研 究 お よ び 大 山 ら の 冗 長 性 係 数 の 合計は

　 0 ．6 ］7 と0 ．670 であ O 、本 研究お よび中川 ら

　 の冗長性 係数の 合計は 0697 と0 ．709 であ る

　 か ら、デザ イ ン 用語 に よ っ て 印象を評価 した際

　 の 因子 は 、従来 の研究で知 られた因子の 6割以

　 上 を 含 ん で い ると言え る。

2．本研究およ び大 L］らの 冗長性係数の 合計を比較

　 すると、本研究の 方がわずか に小さい 。 本研究

　 および中川 ら の 比較も同様であ る。こ の こ とか

　 ら、デザイ ン用語 による印象の評価 は、従来の

　 研究での評 価に比 べ で 、ほぼ同じ量の 情報を持

　 っ ていると言える。

3．図 8を元に大山 らの 3因子 と本研究での 3因子の

　 共 通要素に つ い て比較する と、本研究の 第 1因

　 子 の負の向き（男性的傾向）は巳 因子、A ．因子 の 向

　 きとほぼ同 じで あ り、男性的傾向と 評価性 づ舌

　 動性が対 応 付 け られ る こ とを 示唆す る 。ま た 、

　 第 2因子 の正 の 向き（流行的傾向）が 、P 、因子 とA ．

　 因子 と の 間 に 位 置 し て お り、流行的傾 向 は 力量

　 性 と活 動性 の複合 したも の で あ る こ と を示 唆す

　 る。

4 ．中川 らの 3因子も同様に 比較す ると、P．因子は

　 本研 究 の第 1因子 に対応 し、第 2因子 とほぼ反対

　 である。こ の こ とは、P ．因子を示す 「重 い 」 「硬

　 い」等 の 言葉が第 1因子 の 女性 的印象 および第 2

表 2　正準相関分析 ：大山ら
3 ）
との因子の比較

〔a ｝　　　 の 　　 に ・　 る　 み 　　 と　　 ．、

変数 名

　　 み，、
1　　　　 2　　　　 3

　 　 山巳 小
1　　　　 2　　　　 3

　 1 因子
第 2 因子

第 5 因子

一〔1．16D 　 　 D906 　 − 0．446
　 D．722 　− 0、282 　− 0．639
　 0．634 　　0、596　　0．532

一〔」226 　　0．771　 −0．595
　0．731 　 −0、193　 −0．655
　0．68 昌　　 0，415 　 −0．595

冗長 0335 　　0．226　　D．05   冗　 　口 言 o．617

（b）
．．．

　 っ の ．　 に ・
　 る

…
み 　　 と　 旭 ．、

変数名

　　 み ．、
1　　　　 2　　　　 3

　　　　」
1　 　　　 　 2　　　 　　 3．

評

活動性

力 量性

一〇．166　 −0．671　 − 1、107
　0．080 　−1．275　 −〔，．1’〜1
　 0、903 　　 0，209 　 − 0、513

一U．503 　 　 0．  57 　 − 0、862
　 D．425 　 一  、801 　 　 0．422
　 0、977 　 　0，082　−0，⊥96

冗 長 0．440 　　 0，183　　 0、047 儿

．」口言 0．67D

因 子 の 保守性と 対応 付け られ る こ とを示唆する 。

P．因子 と保守 性との 関係 は直観的に理 解で き る

が、第 1因子 とは容易に は結び付かな い 。 また 、

第 5因子 は E．因 子 お よ びA ．因子 と 対応付け られる

が 、「暖かな」を含む へ 因子は第 5因子 とほぼ反

対 とな っ て お り、両 因子 群 の 共通部分 をうま く

取 り出せ て い な い 可 能性がある。こ R らの 点 に

つ い て は今後の検討と した い 。

上記 の 1，2 は 、デザ イン用語で配色の 印象を評価す

ると い う本研究で の 手法が、従来の方 法 と共通 の 成

分を ほぼ同量検出した ことを示す 。 こ の こ とか ら全

体 と し て 我 々 の ア プ ロ
ーチ は 妥当 で あ っ た と考え ら

れる。
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表 3　正準相関分析 ：中川ら
4 ）

と の因子の比較

一一 一
覇 の 一．

に ・　　　　 と 炮 ・

変数名

　 み 、、
1　 　　 　 2　 　　　 3

　 氾 ハ
1　　 　　 2　　　 　 3

　 1 因子

第 2 因子

第 5 因子

一〇．608 　 　0．054 　 　  ．812
0．617 　−0，4」8　 　  ，67 上

0，303 　 　0．9艮 　 　  289

一｛，．728　 　U．025 　　  、685
  、715 　 − 0．4 ］5　　 0．563
0．385 　 　 U．呂94 　　 D．230

冗長 0．351 　　 0223 　　 0．122 冗長 　 口 言 o、697

（b）　 1　 の
』
　 に ・

　　　　　　 と　 焜 小

変数名

　 　み ．、
1　　　　　 2　　　　 3

　 旭 1 、
1　　　　　2　　　　　3

評

活動性

力量性

0．084 　 　〔L 呂4 隹　 一〇．66呂

一〇．699　　 0，086 　　0．811
−0．607 　−0，603 　−0．534

一〇．410 　 　0．80〔｝ −0 、438
− 0．788 　 　0．333 　　0．518
−0．683 　 −U，495　 −0 ．537

儿 長 0．371 　　 0．229 　 　0 」 09 几 　
1 口計 0．709

7．2 印象の因子の全体的な特性

　デザ イ ン 用語 に対 す る配 色の 印象全般 に 関 し て 、

次の こ とを指摘する。

　 1 因子分析で の 累積負荷量か らは、第 1、第 2因子

　　 がデザイ ン ．用語か ら見 た配色の 印象の 過半を 占

　　 め て いる。こ れ らをそ れぞれ 「男性的〆女性的」

　　 印象の 因 子 、「保守 的1流行的」 印象の 因子と解

　　 釈 した 。 こ の こ と は 、デザ イ ン用語か ら見た配

　　 色の 印象 は 、（フ ァ ッ シ ョ ン に 典 型 的で あ る よ う

　　 に〉男 性向きか女性向きかと い う点、お よび、保

　　 守 的か流行 的かとい う点で捉 えて られて い るこ

　　 と を示 す。また、NP 回帰分析による因子得点と

　　 色 刺激値 との関係か らは、配色の印象 を左右 す

　　 る の は 、主 ．と し て ベ ー
ス カ ラ

ー
の 明度 と彩度 で

　　 ある こ とが わかる 。大山 らの報告
3｝
との比較 か

　　 ら は 、男性的傾向と評価性
・
活 動 性 が 対応 し 、

　　 流行的要素は力量性 と活動性の複合 したもので

　　 あ る 。

「

2 ．第 3、第 4因子 はそれぞれ高級 感と親 しみやすさ

　 を示す と解釈 した 。 こ れ らの 因子は ベ ー
ス カラ

　 ー
の色刺 激値 と の 相関が低い こ と か ら 、配色 の

　 効果 を強 く受けている可能性があ る．伊藤
陶

と

　大山
21 ］

はそれ ぞれ、2色配色の 印象の価値 因子

　 （E）が 配色 の 効果 を 他 の 因子 よ り 多 く含む こ とを

　 指摘 している 。 高級感 や親 しみ やすさ は一種の

　 価値と考え られ る こ とか ら、こ の指摘 とも整合

　 する 。

3 第 5 因子 は温 かみを示 す と解釈 し た。因子 得点

　 と色 刺激値の 関係か らは、中 間的な ト
ー

ン の 暖

　 色が こ れ に当て はまる こ とがわか っ た 。

8．まとめ

　本研究で は、デザ イ ン 用語 に マ ッ チ した配色か ら

受 ける印象の 因子 を取り出 し、それらの 因子と配色

の 色刺激値との関係を定量的かつ 総合的に把握 した。

　デザイ ン 用語 には反意語が 想起に しに くい もの が

ある こ と を 考慮 して 、SD 法 で はな く通 常の 評定尺度

法を用 い た。また、色刺激に は
一

定 の 面積比 で 3色を

組み合わせたカラ
ー

チ ッ プを用 い た 。

　因子分析に よ っ て 5 つ の 因子 を抽出 した。ノ ン パ ラ

メ トリ ッ ク 回帰分析を用 い て 、カ ラ
ー

チ ッ プの因子

得点を、色刺激値によ っ て推定 した。5つ の 因子の う

ち 3 つ はベ ー
ス カ ラ

ー
によ っ て 因子得点が精度良 く推

定できる 。 残り2つ は ベ ース カ ラ ー単独で は推定精度

が 低く、配色 の影響 を受け て い る 。配色の 影響 に つ

い て は今後検討 したい 。

　 従来研 究との 比較か ら、本研究の 3因子は評価性

（E＞、活 動性（A ）、力量性（P）の 3 因子と共通 の 成分を6

割以上含む こ とを示 した 。 従っ て、それ らの 3因子 は、

EAP の 3因子とは別に、配色の印象が解釈できる こ

とを示唆す る 。また、本研究が提示 した因子 は、従

来 知 られた E．A ．P とほぼ同等の情報量を持 つ こ とを示

した 。こ れ によ り本研究の アプ ロ
ー

チおよび結果 の

妥当性を示 した。

　 本研究で 得た結果は 、色 朿1」激値 を元に印 象の因子

の 大 きさを足量 的 に示 すため、デザイ ン 分 野での色

彩教育や 、色彩か ら受ける印象を手がか りに絵画 や

写真を検索する方法 に適 用可能 で ある。こ れ らへ の

具体的な適用方法の 検討は今後の 課題 で ある。

一一
一 184 「

一 一 　

謝辞

　本 研究 の 遂行 に あ た っ て は 、デザ イ ン 用 語 の 検 討

　　　　　　　　　　
．
　 ＝ コ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 N 工工
一Electronlc 　



Color Science Association of Japan

NII-Electronic Library Service

Color 　 Scler ユce 　 Assoclatlon 　 of 　 Japan

一 JOURNAL 　 OF 　 THE 　 COLOR 　 SCIENCE 　 ASSOCIATION 　 OF 　JAPAN

とカ ラーチ ッ プの 評価に際して、筆者 ら（堤
・
鶴 ）が勤

務 する学校 法人 上田学 園の教員 5名の 協力を頂いた 。

また、評定実験に あた v て は 同学園 の 学生諸氏の 協

力を頂い た 。 記 して謝意を表 したい 。

参考文献

1）　Charles　E，　Osgood ： Stud「os　on 　generality　of

　　 affective 　meaning 　systems 、　 Amer 「can 　Psy −

　　chologjsts ，10 （］962 ），10 −28

2）大山正 ．SD 法漸 編色彩科学ハ ン ドブ ッ ク．第2 版

　　 （1998 ）、34 ］−350

3）Tadasu　Oyama ，　lchiro　Soma 、　Tadashi　Tomlle、

　　 and 　Hideakl　Chi」iiwa
・Afaotor　analysis 　study

　　 on　affect 「ve 　response 　to　cQlo 厂sl　Acta 　Chroma −

　　tica，1−4 （1965 ）、164 −173

4 ）中川正宣 冨 家直 柳瀬徹夫 ：色彩感情空 間の構成、

　　色彩学会誌 18
−3，（］984 ）、147 −158

5＞Shrgenobu　Kobayashi　The　aim 　and 　method 　of

　　 the　 cOlor 　 image 　 sGale 、　 ColQr　 Research 　 and

　　Appllcation，6−2（1985 ）、93 −107

6）小林 重順 ：配色イ メージ ・シ ス テムの 開発 と方

　　法色 彩学会誌、9 −3 、（1985 ）、54 −56

7）小 林重 順 ：デ
ー

タ ベ ー
ス ・イメ

ー
ジ調査 法に よ

　　る く 2 色 配 色 の 研 究 〉 、色 彩 学 会 誌 ，12 −3 、

　　（1988 ），62 −63

8）ノ」v卜木重順 ：カラ
ー

イメ
ー

ジスケ
ー

ル，講談社，（］990 ）

9）伊藤久美子 lSD 法を用 い た 2色配色 の 多面的評価，

　　色彩学会誌．25 −Suppleme［t（200 ］），］00 −］01

］0）伊藤久美子 ．服装 にお ける色彩調和 に関す る研

　　 究，色彩学会誌 、25 −3．（2001 ）、183 −192

11）伊藤久美子 ．同
一色相 問の 2 色配色の 配色効

　　 果 ；明度差、彩度 差の場合 1色彩学会誌、

　　 26 −Supplement（2002 ）、56 −57

12）小林光夫 ：色再現
・
色管理 一色 の 見え ，日本色彩

　　 学会誌 ，26 −11（2002 ）、18 −29

1〔3）JeS　 Z　8729 −1994 ：色 の 表示 方法
一lta’b’

表

　　 色系および 1”U’V表色系

14）JIS　Z　8721 −］993 ：色 の 表示方法一三 属性値

　　 によ る 表示

15）Jeffrey　S．　 Slmonnoff ：Smooting 　Method 　in

　　 Statistics、　Springer−Verlag （］998 ），訳　竹澤

　　 邦夫、大森宏 ：平滑化と ノ ン パ ラ メ トリ ッ ク回

　　 帰へ の招待，農林統計協会 （1999 ）

］6）WSCIevelandl 　E、　H ．　Grosse ．　and 　M 　 W 　Shyu

［＝ ＝一 　　
一

　　 Local　regression ［∩odelsl 　In　J　M 　Chambers

　　 and 　1「．　J、　Hastle，　editorsl 　Statistical　Mod −els 「n

　　 S 、Wadsworth ＆ BrooksfCole （］992 ），

　　 Chapter　8 訳 ：柴 田 里 程 ：Sと統計モ デ ル 1共立

　　 出版 （］994 ）

］7 ）RPro 」ect ．　http．〃www 、r−project．org 〆

18 ）Brlan　D 　Ripley
「The　R　 pro｛ect 　ln　statlstlcaF

　　 computl ［g，　 MSOR 　Conneotions．　The　newslet −

　　 ter　of　the　LTSN 　Maths ，　Stats ＆ OR 　Network ．
11

−

　　 ］（2001 ）．23 −25

19 ）Clive　R 　Loader ： Looal　Regressjon　 a ［ d　Llke−

　　 IihoodlSpringer−Verlag （1999 ）．

20 ）柳井晴夫 ：多変量デ
ー

タ解析法朝倉書店 （1994）
2D 大山正 ：色彩調和か配色効果か一心理学の立場

　　 か ら，色彩学会誌 25 −4 （200D283 −287

（受付 日 ：2002 年 1］月 1日）

A ．カ ラー
チ ッ プのRGB 値

　 カ ラ
ー

チ ッ プ の RGB 値を表4 ．に 示 す 。 表の R ］、

Gl 、B1 は ベ ース カ ラ ー、　 R2 、　 G2 、　 B2 は ア クセ ン

トカラ
ーR3 、　 G3 、　 B3 はサプカラ

ー
の RGB 値にそ れ

ぞ れ対応 する。各力 ラ
ー

チ ッ プ は 下 の 表に 示すデ ザ

イ ン 用 語 に 合う よ う に 作 成 した 。

用語 号 用 語 号

ロ マ ン チ ッ ク 1 − 8 サ イケ デ リッ ク 49 − 56
ク リアー 9 − 16 ミ リタ リー 57　 64
エ コ ロ ジー

上7 − 24 コ ン サ バ テ ィ 65 − 72

フ ェ ミ ニ ン 25 − 32 タ ン テ ィ 73　 8〔1

ボ ツ 33 ．40 アーバ ン 81 − 88
エ レガ ン ト 41 − 48 テ ク ノ 89 − 96
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